
Learning Civil Engineering 
in Museums

　

本
州
と
北
海
道
を
つ
な
い
だ
海
底
ト
ン
ネ
ル
工
事

と
し
て
世
界
の
土
木
史
上
に
残
る
高
い
評
価
を
受
け

た「
青
函
ト
ン
ネ
ル
」は
、昨
年（
2
0
0
8
年
3
月
13

日
）に
開
業
20
周
年
を
迎
え
た
。青
森
県
側
と
北
海

道
側
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
建
設
工
事
の
全
容
を
伝
え
る

記
念
館
が
あ
る
。北
海
道
の
道
南
地
区
で
、函
館
市
内

か
ら
松
前
に
向
か
う
道
中
に「
福
島
町
青
函
ト
ン
ネ
ル

記
念
館
」は
あ
る
。記
念
館
の
あ
る
福
島
町
は
、青
函

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
北
海
道
側
工
事
基
地
を
担
っ
た
場
所

で
あ
り
、千
代
の
山
や
千
代
の
富
士
の
2
人
の
名
横
綱

を
生
ん
だ
ま
ち
と
し
て
も
有
名
だ
。

　

函
館
市
内
か
ら
記
念
館
前
の
バ
ス
停
で
降
り
て
、ま

ず
目
に
す
る
の
が
海
底
調
査
に
使
用
さ
れ
た
大
き
な

白
い
潜
水
艇「
く
ろ
し
お
Ⅱ
号
」で
あ
る
。そ
し
て
記

念
館
に
入
る
前
に
驚
か
さ
れ
る
の
は
、そ
の
ひ
と
き
わ

目
立
つ
記
念
館
の
外
観
。
2
0
0
5（
平
成
17
）年
4

月
に
開
館
し
た
記
念
館
の
建
物
は
、青
函
ト
ン
ネ
ル
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
長
さ
50
m
に
も
及
ぶ
二
つ
の
丸
い
外
観

が
特
徴
的
だ
。 

　

記
念
館
に
入
る
と
、最
初
に
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
先
端

で
活
躍
し
た
四
つ
の
歯
を
持
つ
大
き
な
ト
ン
ネ
ル
ボ
ー

リ
ン
グ
マ
シ
ン
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。そ
の
先
に
進
む

と
、四
つ
の
展
示
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
お
り
、海
峡
の
歴

史
や
青
函
連
絡
船
の
歴
史
、青
函
ト
ン
ネ
ル
の
計
画
経

緯
か
ら
着
工
・
完
成
ま
で
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、工
事
に
参
加
し
た
地
元
ト
ン
ネ
ル
マ
ン
た
ち
の
人
間

ド
ラ
マ
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。技
術
を
紹
介
し
た
コ
ー

ナ
ー
で
は
、当
時
、実
際
に
使
用
さ
れ
た
掘
削
機
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
吹
付
け
機
の
ほ
か
、ト
ン
ネ
ル
内
で
使
用
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。こ
の
記
念
館

の
特
徴
は
、実
際
に
使
用
さ
れ
た
多
く
の
機
材
を
間
近

で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、記
念
館

の
外
に
も
、排
水
ポ
ン
プ
や
ア
ジ
テ
ー
タ
カ
ー
な
ど
が
仮

設
レ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、実
際
の
青
函
ト

ン
ネ
ル
内
を
映
像
で
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
や
世
界
に
つ

な
が
る
ト
ン
ネ
ル
ワ
ー
プ
ゾ
ー
ン
な
ど
、親
子
で
も
楽
し

め
る
よ
う
に
な
って
い
る
。

　

展
示
ゾ
ー
ン
を
抜
け
る
と
最
後
に
シ
ア
タ
ー
室
が

あ
り
、青
函
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
計
画
か
ら
完
成
、そ
し

て
津
軽
海
峡
線
の
開
通
ま
で
を
約
10
分
間
の
映
像

で
楽
し
め
る
。

　

記
念
館
は
毎
年
12
月
1
日
か
ら
3
月
31
日
ま
で
の

冬
期
期
間
中
は
休
館
と
な
る
が
、暖
か
く
な
る
4
月

に
記
念
館
を
訪
れ
て
、ぜ
ひ
一
度
、ト
ン
ネ
ル
工
事
や
ト

ン
ネ
ル
マ
ン
の
熱
い
思
い
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
。

所在地	 	〒049-1331
	 北海道松前郡福島町字三岳32の1
電　話	 0139-47-3020
交通・アクセス
	 ○	鉄道（JR北海道）とバス（函館バス）	

函館－木古内（特急・40分）
	 　	木古内－青函トンネル記念館前

（50分）
	 ○	バス（函館バス）
	 　	函館－木古内－青函トンネル記念

館前（2時間30分）
	 ○車
	 　	函館－青函トンネル記念館（国道

228号・2時間）
開　館	 9時～17時	
	 	4月～ 11月（休館：12月1日～3月31

日）
入館料	 	小・中・高校生：200円、一般（小・

中・高校生を除く15歳以上）：400円
U R L	 	h t tp ://www.town. fukushima.

hokkaido.jp/tonneru/default.htm
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─開業20周年、海峡を結ぶトンネル─
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博物館で土木を学ぶ
土木にまつわる展示を全国に訪ねて02



トンネルをイメージした記念館の外観

実際に使用されたコンクリート吹付け機 館内展示ゾーン全体 潜水艇「くろしおⅡ号」

記念館入り口のトンネルボーリングマシン 実際に使用された機材他


